
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排気ガスの空燃比が、リーン状態の場合にＮＯｘを吸蔵し、かつ、リッチ状態の場合に
吸蔵していたＮＯｘを放出するＮＯｘ吸蔵材と触媒金属を備えたＮＯｘ吸蔵還元型触媒を
備えたＮＯｘ浄化システムにおいて、上流側に

高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒を、下流側に
低温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒を直列に配置すると共に、前記高温型ＮＯｘ吸蔵還元触

媒が担持する白金とロジウムのモル比を２：１以上で１：２以下の範囲とすることを特徴
とするＮＯｘ浄化システム。
【請求項２】
　前記高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒の白金の担持量とロジウムの担持量の和を０．５ｇ／Ｌ
以上で５．０ｇ／Ｌ以下とすると共に、白金の担持量を０．１ｇ／Ｌ以上で３．０ｇ／Ｌ
以下とすることを特徴とする請求項１記載のＮＯｘ浄化システム。
【請求項３】
　前記高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒のＮＯｘ吸蔵材をカリウムで形成したことを特徴とする
請求項１又は２に記載のＮＯｘ浄化システム。
【請求項４】
　前記高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒に、セリウムを担持させると共に、該セリウムの担持量
を０．１ｇ／Ｌ以上で２．０ｇ／Ｌ以下とすることを特徴とする請求項１～３のいずれか
１項に記載のＮＯｘ浄化システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排気ガスの後処理装置に使用されるＮＯｘ吸蔵還元型触媒の触媒組成とその
配置に関し、特に、低温側の浄化率を高め、広い温度域で高い浄化率が得られるような触
媒組成と配置を備えたＮＯｘ浄化システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディーゼルエンジンや一部のガソリンエンジン等の内燃機関や様々な燃焼装置の排気ガ
ス中からＮＯｘを還元除去するためのＮＯｘ触媒について種々の研究や提案がなされてい
る。その一つに、ディーゼルエンジン用のＮＯｘ低減触媒としてＮＯｘ吸蔵還元型触媒が
あり、有効に排気ガス中のＮＯｘを浄化できる。
【０００３】
　このＮＯｘ吸蔵還元型触媒は、基本的に、アルミナ等の触媒担体上に、酸化・還元反応
を促進する白金（Ｐｔ），ロジウム（Ｒｈ），パラジウム（Ｐｄ）等の貴金属類の触媒金
属と、バリウム（Ｂａ）等のアルカリ土類金属やカリウム（Ｋ）等のアルカリ金属等で形
成されるＮＯｘを吸蔵・放出する機能を有するＮＯｘ吸蔵材（ＮＯｘ吸蔵物質）を担持し
た触媒である。
【０００４】
　このＮＯｘ吸蔵還元型触媒は、流入する排気ガスの空燃比がリーン（酸素過多）状態で
あって雰囲気中に酸素（Ｏ 2  ）が存在する場合には、排気ガス中の一酸化窒素（ＮＯ）が
触媒金属により酸化されて二酸化窒素（ＮＯ 2  ）となり、このＮＯ 2  はＮＯｘ吸蔵材に硝
酸塩（Ｂａ 2  ＮＯ 4  ）等として蓄積される。
【０００５】
　また、流入する排気ガスの空燃比が理論空燃比やリッチ（低酸素濃度）状態になって雰
囲気中に酸素濃度が低下すると、Ｂａ等のＮＯｘ吸蔵材は一酸化炭素（ＣＯ）と結合し、
硝酸塩からＮＯ 2  が分解放出され、この放出されたＮＯ 2  は貴金属類の三元機能により排
気ガス中に含まれている未燃炭化水素（ＨＣ）やＣＯ等で還元され窒素（Ｎ 2  ）となり、
排気ガス中の諸成分は、二酸化炭素（ＣＯ 2  ），水（Ｈ 2  Ｏ），窒素等の無害な物質とし
て大気中に放出される。
【０００６】
　そのため、ＮＯｘ吸蔵還元型触媒を備えた排気ガス浄化システムでは、ＮＯｘ吸蔵能力
が飽和に近くなると、排気ガスの空燃比をリッチにして、流入する排気ガスの酸素濃度を
低下させるＮＯｘ吸蔵能力回復用のリッチ制御を行うことにより吸収したＮＯｘを放出さ
せて、この放出されたＮＯｘを貴金属触媒により還元させるＮＯｘ再生操作を行っている
。
【０００７】
　しかしながら、このＮＯｘ吸蔵還元型触媒においては、触媒の組成により、低温活性が
高い低温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒と、高温活性が高い高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒に分かれる
が、図４に示すように、低温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒は、貴金属の活性を阻害しないバリウ
ム（Ｂａ）等アルカリ土類金属を主体にしたＮＯｘ吸蔵材を使用しているため、貴金属の
活性が阻害されず、低温時のＮＯｘ還元性能に優れているが、このアルカリ土類金属は、
高温時にＮＯｘ吸蔵能力が低下するという問題がある。
【０００８】
　一方、図４に示すように、高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒は、吸蔵材にバリウム（Ｂａ）等
のアルカリ土類金属とは逆の特性を持つカリウム（Ｋ）等のアルカリ金属を使用しており
、このアルカリ金属は、高温時のＮＯｘ吸蔵能力は高いが、低温時に貴金属（酸化触媒）
の活性を阻害するため、低温域のＮＯｘ還元性能が低下するという問題がある。
【０００９】
　これに対し、様々な排ガス規制モードに対するためには温度ウィンドウの拡大の必要が
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求められている。例えば、図４に示すように、例えば、ＪＥ０５モードでは、最も低い温
度で１００℃付近で、最も厳しいＤ１３モードの１１モード点では５３０℃になる。アメ
リカ合衆国の排ガスモードでは全負荷点もモードに入っており、最高で６００℃程度に達
する。これに対し、現在の低温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒では１５０℃～４００℃、高温型Ｎ
Ｏｘ吸蔵還元触媒では３００℃～６５０℃の範囲しかカバーできないという問題がある。
【００１０】
　このＮＯｘ吸蔵還元触媒の温度ウィンドウを広げる試みとして、上流側の高温型ＮＯｘ
吸蔵還元触媒と下流側の低温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒を排ガス中に配置した排気ガス浄化シ
ステムや排ガス浄化装置が提案されたり、リーン雰囲気でのＮＯｘ活性温度範囲の異なる
複数の触媒を直列に近接配置し、ＮＯｘ活性温度範囲の高いものほど、触媒容量の配分を
大きく設定し、また、上流側に配置する内燃機関の排気浄化用触媒装置が提案されている
（例えば、特許文献１～３参照。）。
【００１１】
　また、その一方、このＮＯｘ吸蔵還元型触媒においては、熱劣化（主に、シンタリング
）によるＮＯｘ浄化率の低下という問題もあり、図５～図７の模擬ガスによる経時劣化（
エージング）実験結果で示すように、低温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒においては、熱劣化によ
る低温域（２００℃付近）のＮＯｘ浄化率の低下は非常に少ないが、高温域（５００℃付
近）のＮＯｘ浄化率は徐々に低下している。この理由は、低温域はＮＯｘ吸着性能を有効
に利用しているので、貴金属劣化によるＮＯ→ＮＯ 2  の活性の低下に伴う吸蔵効率の低下
の影響を受け難いためと考えられる。また、高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒においては、反対
に、熱劣化による高温域（５００℃付近）のＮＯｘ浄化率の低下は非常に少ないが、低温
域（２００℃付近）のＮＯｘ浄化率は急激に低下している。
【００１２】
　これらの熱劣化の特性を考慮しながら、システム全体として、低温域から高温域まで熱
劣化の影響が少ないＮＯｘ浄化システムとする必要がある。
【特許文献１】特開平１０－４７０４２号公報
【特許文献２】特開２０００－１６７３５６号公報
【特許文献３】特開平１０－２０５３２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
  本発明は、上記の問題を解決するためになされたものであり、その目的は、排気ガス中
のＮＯｘの浄化のためにＮＯｘ吸蔵還元型触媒を用いるＮＯｘ浄化システムにおいて、触
媒の組成及び配置（レイアウト）を工夫することにより、幅広いＮＯｘ活性温度ウィンド
ウを持つＮＯｘ浄化システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　以上のような目的を達成するためのＮＯｘ浄化システムは、排気ガスの空燃比が、リー
ン状態の場合にＮＯｘを吸蔵し、かつ、リッチ状態の場合に吸蔵していたＮＯｘを放出す
るＮＯｘ吸蔵材と触媒金属を備えたＮＯｘ吸蔵還元型触媒を備えたＮＯｘ浄化システムに
おいて、上流側に 高温型ＮＯｘ吸蔵還元触
媒を、下流側に 低温型ＮＯｘ吸蔵還元
触媒を直列に配置すると共に、前記高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒が担持する白金とロジウム
のモル比を２：１以上で１：２以下の範囲とするように構成される。
【００１５】
　即ち、本発明では、前段（上流側）に設置する高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒において触媒
金属の担持割合を変える。つまり、低温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒が触媒金属に例えば白金（
Ｐｔ）のみを使用して低温活性を向上させているのに対して、高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒
では吸蔵材にカリウム（Ｋ）等のアルカリ金属を使用して、高温活性を向上させているが
、このアルカリ金属が白金のＮＯｘ浄化活性を抑制するため、白金の担持量を減らして、
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ロジウム（Ｒｈ）を担持量を増量する。
【００１６】
　また、この白金とロジウムの担持割合は、白金の担持量とロジウムの担持量の和に対す
るＲｈの担持量の割合を１／３～２／３、即ち、Ｐｔ：Ｒｈ＝２：１～１：２（Ｐｔ／Ｒ
ｈ＝２～０．５）の範囲とする。この範囲は、高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒においてロジウ
ムの割合を変化させて、ＮＯｘ浄化率を計測した図３の、ＮＯｘ浄化率の高い領域Ｂの範
囲に対応する範囲となる。
【００１７】
　そして、この高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒を低温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒の前段（上流側）
に配置すると、ロジウムは炭化水素（ＨＣ）酸化活性が高いため、極低温時でも一酸化炭
素（ＣＯ）を主成分とする炭化水素の部分酸化物を生成する。この一酸化炭素を主成分と
する炭化水素の部分酸化物は良好なＮＯｘ浄化用還元剤であるため、後段の低温型ＮＯｘ
吸蔵還元触媒の極低温性能が大きく向上する。なお、この部分酸化物には、一酸化炭素の
他にも、酸、ケトン、アルデヒド等の含酸素炭化水素があり、部分酸化されない炭化水素
に比べて、ＮＯｘとの反応活性が強く、ＮＯｘをより選択的に還元する。
【００１８】
　更に、上記のＮＯｘ浄化システムにおいて、前記高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒の白金の担
持量とロジウムの担持量の和を０．５ｇ／Ｌ以上で５．０ｇ／Ｌ以下とすると共に、白金
の担持量を０．１ｇ／Ｌ以上で３．０ｇ／Ｌ以下とするように構成する。
【００１９】
　白金の担持量とロジウムの担持量の和が、０．５ｇ／Ｌより小さいと浄化活性が不足し
、５．０ｇ／Ｌより大きいとこの効果が飽和し、効果の割にコスト高となる。また、白金
の担持量が、０．１ｇ／Ｌより小さいと浄化活性が不足し、３．０ｇ／Ｌを超えるとアル
カリ金属が白金のＮＯｘ浄化活性を抑制するため、効果の割にコスト高となる。
【００２０】
　そして、上記のＮＯｘ浄化システムにおいて、

カリウムで形成する。ＮＯｘの吸着量は、モル当たりで分子量の多い方が多くな
るが、しかし重量が多くなるので、重量当たりに換算すると少なくなる。カリウムは分子
量がアルカリ金属の中で中位であるので、モル当たり、重量当たりのバランスを勘案する
と、カリウムが適当となる。このカリウムを使用することにより、高温型ＮＯｘ吸蔵還元
触媒のＮＯｘ吸蔵におけるる高温活性を向上できる。
【００２１】
　その上、上記のＮＯｘ浄化システムにおいて、前記高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒に、セリ
ウムを担持させると共に、該セリウムの担持量を０．１ｇ／Ｌ以上で２．０ｇ／Ｌ以下と
する。この酸素の吸収及び放出を行う酸素吸収剤となるセリウム（Ｃｅ）の担持により、
この酸素吸収剤はリッチ時に酸素（Ｏ 2  ）を供給して、還元剤の部分酸化を促進するので
、低温活性が向上する。そして、このセリウムの担持量が０．１ｇ／Ｌより少ないと、酸
素の吸蔵及び放出効果が少なく、２．０ｇ／Ｌより多くても、量の割に効果が少なく、コ
スト高となる。
【００２２】
　これらの作用効果により、それぞれの触媒を単独で使用する場合よりも、温度に関する
浄化ウィンドウを低温から高温まで広い範囲で拡大できるようになり、多様な試験モード
にも対応できる幅広いＮＯｘ活性温度ウィンドウを持つＮＯｘ浄化システムを提供できる
ようになる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明に係るＮＯｘ浄化システムによれば、吸蔵材にアルカリ金属を使用して、高温活
性を向上させている高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒において、このアルカリ金属によってＮＯ
ｘ浄化活性が抑制される白金の担持量を減らして、ロジウムを担持し、白金とロジウムの
担持割合を最適な範囲としたので、高いＮＯｘ浄化性能を得ることができる。
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【００２４】
　そして、この前段の高温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒では、酸化活性が高いロジウムのため、
低温での一酸化窒素から二酸化窒素への反応に対する活性が促進され、吸蔵能力が向上す
る。また、酸化活性が高いロジウムのため、極低温時でも炭化水素の部分酸化が促進され
、この部分酸化で発生した良好なＮＯｘ浄化用還元剤となる部分酸化物により、後段の低
温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒の極低温性能が大きく向上する。更に、前段の高温型ＮＯｘ吸蔵
還元触媒における排ガス温度の昇温により後段の低温型ＮＯｘ吸蔵還元触媒の温度が昇温
するので、浄化性能が向上する。
【００２５】
　従って、低温域から高温域まで幅広いＮＯｘ活性温度ウィンドウを持つＮＯｘ浄化シス
テムとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明に係る実施の形態のＮＯｘ吸蔵還元型触媒について、図面を参照しながら
説明する。なお、ここでいう排気ガスの空燃比状態とは、必ずしもシリンダ内における空
燃比の状態を意味するものではなく、ＮＯｘ吸蔵還元型触媒に流入する排気ガス中に供給
した空気量と燃料量（シリンダ内で燃焼した分も含めて）との比のことをいう。
【００２７】
　図１に、本発明の実施の形態のＮＯｘ吸蔵還元型触媒１の構成を示す。このＮＯｘ吸蔵
還元型触媒１は、 （以下、高温型触媒という）２と

（以下、低温型触媒という）３の少なくとも２つのタイプの触媒からなり
、ケース４に上流側に高温型触媒２を、下流側に低温型触媒３を直列に配置する。なお、
高温型触媒２と低温型触媒３は、当接した状態でも、間に間隔を設けた状態でもよいが、
間隔が大きすぎると、この間で排ガスが冷却されるので好ましくなく、低温型触媒３への
排ガスの均等流入という面から多少間隔を開けるのが好ましい。
【００２８】
　この高温型触媒２は、モノリス触媒（ハニカム触媒）で形成され、酸化アルミニウム（
アルミナ）、酸化チタン（チタニア）、ゼオライト等の担持体に触媒コート層を設け、こ
の触媒コート層に、排気ガスの空燃比が、リーン状態の場合にＮＯｘを吸蔵し、かつ、リ
ッチ状態の場合に吸蔵していたＮＯｘを放出する吸蔵材と、触媒金属を担持させて構成す
る。
【００２９】
　このＮＯｘ吸蔵材（ＮＯｘ吸蔵物質）としては、高温時にＮＯｘ吸蔵能力が低下しない
、カリウム（Ｋ）、ナトリウム（Ｎａ）、リチウム（Ｌｉ）、ルビジウム（Ｒｂ）、セシ
ウム（Ｃｓ）、フランシウム（Ｆｒ）等のアルカリ金属を用いるが、ＮＯｘの吸着量は、
モル当たりで分子量の多い方が多くなるが、しかし重量が大きくなるので、重量当たりに
換算すると少なくなる。カリウムは分子量がアルカリ金属の中で中位であるので、モル当
たり、重量当たりのバランスを勘案すると、カリウムを用いるのが好ましい。
【００３０】
　また、触媒金属としては、通常は、白金（Ｐｔ）、ロジウム（Ｒｈ）、パラジウム（Ｐ
ｄ）、イリジウム（Ｉｒ）等の白金族元素（その酸化物を含む）を使用するが、本発明で
は、白金とロジウムを使用し、この担持する白金とロジウムのモル比を２：１以上で１：
２以下の範囲とする。即ち、白金とロジウムの担持割合を、図３のＮＯｘ浄化率が高い最
適な範囲（領域Ｂ）とする。これにより、吸蔵材に使用されているカリウムあるいは他の
アルカリ金属によって、ＮＯｘ浄化活性が抑制される白金の担持量を減らして、ロジウム
を担持する。この構成により、高いＮＯｘ浄化性能を得ることができる。
【００３１】
　なお、この図３は白金とロジウムの担持割合を変化させた時のＮＯｘ浄化率の変化を示
す実験結果（排ガス温度２００℃）である。この図３から分かるように、ロジウムの担持
割合が小さく、白金の占める割合が大きい領域Ａでは、白金のカリウム被毒の影響により
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、ＮＯｘ活性が低くなる。また、ロジウムの担持割合が大きく、白金の占める割合が小さ
い領域Ｃでは、ロジウムは低温活性が低いので、白金が少ないとＮＯｘ活性が低くなる。
　　　
【００３２】
　更に、この高温型触媒２の白金の担持量とロジウムの担持量の和を０．５ｇ／Ｌ以上で
５．０ｇ／Ｌ以下とすると共に、白金の担持量を０．１ｇ／Ｌ以上で３．０ｇ／Ｌ以下と
する。
【００３３】
　白金の担持量とロジウムの担持量の和が、０．５ｇ／Ｌより小さいと浄化活性が不足し
、５．０ｇ／Ｌより大きいと効果が飽和し、効果の割にコスト高となる。また、白金の担
持量が、０．１ｇ／Ｌより小さいと浄化活性が不足し、３．０ｇ／Ｌを超えると効果の割
にコスト高となる。
【００３４】
　更に、高温型触媒２にセリウム（Ｃｅ）を担持させると共に、このセリウムの担持量を
０．１ｇ／Ｌ以上で２．０ｇ／Ｌ以下とする。
【００３５】
　このセリウムを担持する構成により、酸素を吸蔵及び放出できるようになるので、リー
ン状態とストイキ又はリッチ状態との間の酸素濃度差が縮小し、三元活性が発現し易くな
り浄化性能が向上する。図３に示すように、セリウムを担持した場合には、担持しない場
合よりも、ＮＯｘ浄化率が高くなっていることが分かる。
【００３６】
　なお、セリウムの担持量が、０．１ｇ／Ｌより小さいと、酸素の吸蔵・放出効果が少な
く、２．０ｇ／Ｌを超えると、リッチ深さが阻害されるためである。
【００３７】
　次に、低温型触媒３について説明する。この低温型触媒３は、高温型触媒２と同様に、
触媒モノリス触媒で形成され、酸化アルミニウム、酸化チタン等の担持体に触媒コート層
を設け、この触媒コート層に、排気ガスの空燃比が、リーン状態の場合にＮＯｘを吸蔵し
、かつ、リッチ状態の場合に吸蔵していたＮＯｘを放出する吸蔵材と、触媒金属を担持さ
せて構成する。
【００３８】
　このＮＯｘ吸蔵材（ＮＯｘ吸蔵物質）としては、高温型触媒２とは異なり、低温時にＮ
Ｏｘ吸蔵能力が低下しないバリウム（Ｂａ）、ベリリウム（Ｂｅ）、マグネシウム（Ｍｇ
）、カルシウム（Ｃａ）、ストロンチウム（Ｓｒ）等のアルカリ土類金属を用いるのが好
ましい。　また、触媒金属としては、高温型触媒２とは異なり、アルカリ金属によって、
ＮＯｘ浄化活性が抑制されることが無いので、白金（Ｐｔ）、ロジウム（Ｒｈ）、パラジ
ウム（Ｐｄ）、イリジウム（Ｉｒ）等の白金族元素（その酸化物を含む）を使用すること
ができる。
【００３９】
　上記の構成により、高温型触媒２において、吸蔵材にアルカリ金属を使用して、高温活
性を向上させると共に、このアルカリ金属によってＮＯｘ浄化活性が抑制される白金の担
持量を減らして、ロジウムを担持し、白金とロジウムの担持割合を最適な範囲としたので
、高いＮＯｘ浄化性能を得ることができる。
【００４０】
　更に、この前段の高温型触媒２では、酸化活性が高いロジウムのため、低温での一酸化
窒素から二酸化窒素への反応に対する活性が促進され、吸蔵能力が向上する。また、酸化
活性が高いロジウムのため、極低温時でも炭化水素の部分酸化が促進され、この部分酸化
で発生した良好なＮＯｘ浄化用還元剤となる部分酸化物により、後段の低温型触媒３の極
低温性能が大きく向上する。更に、前段の高温型触媒２における排ガス温度の昇温により
後段の低温型触媒３の温度が昇温するので、浄化性能が向上する。
【００４１】

10

20

30

40

50

(6) JP 3852466 B2 2006.11.29



　従って、図２に示すように、本発明の高温型触媒２を前段に低温型触媒３を後段にした
ＮＯｘ浄化システム（高温型触媒＋低温型触媒）１は、幅広いＮＯｘ活性温度ウィンドウ
を持つＮＯｘ浄化システムとなる。また、図２から、１５０℃の低温域でも浄化率が向上
がしていることが分かる。この低温時における浄化性能向上の理由としては、前段の高温
型触媒２による低温でのＮＯ→ＮＯ 2  反応の活性の促進による吸蔵能力の向上、前段の高
温型触媒２による低温でのＨＣ→ＣＯ反応による還元剤の部分酸化効果による還元性能の
向上、前段の高温型触媒２における排ガス温度の昇温により後段の低温型触媒３の温度が
昇温することによる浄化性能の向上等により、後段の低温型触媒３の性能向上の促進が考
えられる。
【００４２】
　また、高温時は、実験時に前段の高温型触媒２の後のＮＯｘセンサの検出値で確認され
たように、略前段の高温型触媒２の機能だけで排ガスが浄化される。そのため、特に、前
段の高温型触媒２の特性が重要となる。
【００４３】
　なお、図２に、低温型触媒を前段に高温型触媒を後段にした場合（低温型触媒＋高温型
触媒）も示すが、これよりも本発明の構成のＮＯｘ浄化システムの方が、低温域でも高温
域でも優れたＮＯｘ浄化率を示していることが分かる。
【００４４】
　ちなみに、本発明の配置を入れ替えて、前段に低温型触媒、後段に高温型触媒を配置す
ると、低高温における性能が低下する。その理由は、低温域では、上記した低温型触媒の
上流側の効果が無くなり、高温域では、前段の低温型触媒により還元剤が消費されてしま
うため、後段の高温型触媒の還元機能が低下し、また、排ガス温度が上昇して後段の高温
型触媒の吸蔵機能が低下するためと推測される。
【実施例】
【００４５】
　本発明の前段の高温型触媒２と後段の低温型触媒３を設けた実施例１のＮＯｘ浄化シス
テム１では、目標の浄化率（５３０℃で７０％）を達成できたが、前段の高温型触媒２の
サイズを実施例１の前段の高温型触媒２の半分のサイズとし、実施例１と同じサイズの後
段の低温型触媒３を設けた実施例２のＮＯｘ浄化システム１Ａでは、ＮＯｘ浄化率は向上
したが、目標の浄化率（５３０℃で７０％）を達成できなかったが、２／３以上であれば
実施例１と同様の効果が認められた。また、従来の高温型触媒を前段に、低温型触媒を後
段に設けた従来例では、高温域のＮＯｘ浄化率が不足した。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明に係る実施の形態のＮＯｘ浄化システムの構成を示す図である。
【図２】本発明に係る実施の形態のＮＯｘ浄化システムの７００℃の空気を１００時間通
過させた後の触媒入口排気温度とＮＯｘ浄化率との関係を示す図である。
【図３】高温型触媒の白金の担持量とロジウムの担持量の合計量に占めるロジウムの担持
量の割合とＮＯｘ浄化率（％）との関係を示す実験結果の図である。
【図４】従来技術の高温型触媒と低温型触媒における、触媒ベッド温度とＮＯｘ浄化率と
の関係を示す図である。
【図５】従来技術の高温型触媒と低温型触媒における７００℃ガス１００時間後の触媒入
口排気温度とＮＯｘ浄化率との関係を示す図である。
【図６】従来技術の低温型触媒における、経過時間とＮＯｘ浄化率との関係を示す図であ
る。
【図７】従来技術の高温型触媒における、経過時間とＮＯｘ浄化率との関係を示す図であ
る。
【符号の説明】
【００４７】
　　　　１　　ＮＯｘ浄化システム
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　　　　２　　 （高温型触媒）
　　　　３　　 （低温型触媒）
　　　　４　　ケース

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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